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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、初期応答遺伝子TIS11ファミリーのメンバーです。ファミリーのメンバーは、ホルボールエステルTPAやポリペプチドマイトジェンEGFなどの様々なアゴニストによって誘導されます。コードされているタンパク質は、システイン-ヒスチジン（Cys-His）の繰り返しモチーフを持つ、特徴的な推定ジンクフィンガードメインを含んでいます。この推定核転写因子は、成長因子への応答を制御する機能を持つと考えられます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：成長因子への応答を制御する調節タンパク質と考えられています。5'UUAUUUAUUU-3'コア配列に結合するRNA結合タンパク質。標的mRNAの3'-UTRにあるクラスII AUリッチエレメント（ARE）に結合し、それらの脱アデニル化と分解を促進します。,類似性：2つのC3H1型ジンクフィンガーを含みます。,
	研究分野
	細胞生物学、アポトーシス、細胞内、p53経路、エピジェネティクスと核シグナル伝達、転写、ドメインファミリー、ジンクフィンガー、クロマチン結合タンパク質、DNA / RNA結合
	画像データ
	

	TISD抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TIS11Dポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

